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自転車活用推進計画 
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 計画   令 和 年 度   

  5 6 7 8 9 10 11 12 

国 
自転車活用推進計画 

［令和 3～令和 7］ 
        

県 
宮城県自転車活用推進計画 

［令和 3～令和 6］ 
        

名

取

市 

名取市第六次長期総合計画 

［令和 2～令和 12］ 
        

名取市第六次長期総合計画地

方創生総合戦略版［令和 2～令

和 6］ 

 
 

      

名取市都市計画マスタープラ

ン［平成 30～令和 20］ 
        

名取市自転車活用推進計画[令

和 6～令和 12] 
        

 

国の計画・ガイドライン 

自転車活用推進計画 

（令和 3年 5月） 

地方版自転車活用推進計画 

策定の手引き(案) 

（平成 30年 8月） 

県の計画 

宮城県自転車活用推進計画 

（令和 3年 3月） 

市の計画 

名取市都市計画 

マスタープラン 

（平成 30年 12 月） 

名取市第六次長期総合計画 

（令和 2年 3月） 

名取市第六次長期総合計画  

地方創生総合戦略版（令和 2年 4月） 

名取市自転車活用推進計画 その他関連計画 

基づく 
整合 

名取市自転車利用環境整備計画(平成 29 年 3 月) 

包含 

本計画 
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■宮城県自転車ネットワーク 
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年次 月 国・県の動向  名取市の動向 

  施策 概要 計画策定 

平成 

27 年 

６月 道路交通法改正 ・危険なルール違反を繰り返す自転車の運転者に「自転車運転者講習」を義務づけ 

・交通の危険を生じさせる違反として「信号無視」「一時不停止」「遮断踏切立ち入り」「酒酔い運転」等の 14 項目の違反を規定 

 

平成 

28 年 

３月 「自転車ネットワーク計画策定の早期進展」

と「安全な自転車通行空間の早期確保」に

向けた提言（安全で快適な自転車利用環境

創出の促進に関する検討委員会） 

・自転車ネットワーク計画策定を促進するための方策、道路や交通状況に応じた自転車通行空間整備を促進するための方策につい

て検討 

・現行ガイドライン「Ⅰ．自転車通行空間の計画」及び「Ⅱ．自転車通行空間の設計」において見直すべき事項等について提言 

 

 ７月 安全で快適な自転車利用環境創出ガイドラ

イン（国土交通省及び警察庁） 

・道路管理者や都道府県警察が自転車ネットワーク計画の作成やその整備、通行ルールの徹底等を進められるよう、ガイドライン

を改訂 

 

平成 ３月   名取市自転車利用環境整備計画 

29 年 ５月 自転車活用推進法 

 

・都道府県、市区町村は、区域の実情に応

じた自転車活用推進計画を定めるよう努め

る 

＜基本方針＞ 以下の施策を重点的に検討・実施する 

①自転車専用道路等の整備/②路外駐車場の整備等/③シェアサイクル施設の整備/④自転車競技施設の整備/⑤高い安全性を備えた

自転車の供給体制の整備/⑥自転車の安全利用に寄与する人材の育成等/⑦情報通信技術等の活用による管理の適正化/⑧交通安全

に係る教育及び啓発/⑨国民の健康の保持増進/⑩青少年の体力の向上/⑪公共交通機関との連携の促進/⑫災害時の有効活用体制の

整備/⑬自転車を活用した国際交流の促進/⑭観光旅客の来訪の促進、地域活性化の支援  

 

平成 

30 年 

６月 自転車活用推進法に基づく自転車活用推進

計画（第１次）の閣議決定 

・4 つの目標：「自転車交通の役割拡大による良好な都市環境の形成」、「サイクルスポーツの振興等による健康長寿社会の実現」、

「サイクルツーリズムの推進による観光立国の実現」、「自転車事故のない安全で安心な社会の実現」 

 

 12 月   名取市都市計画マスタープラン 

平成 

31 年 

４月 道路構造令の一部を改正する政令が閣議決

定 

・自転車を安全かつ円滑に通行させるために設けられる帯状の車道の部分として「自転車通行帯」を新たに規定 

・ 「自転車通行帯」の幅員は、道路交通法に基づく普通自転車専用通行帯と同様の１．５メートル以上とし、地形の状況その他の

特別な理由によりやむを得ない場合においては１メートルまで縮小できる 

・自転車道の設置要件として、「設計速度が一時間につき六十キロメートル以上であるもの」を追加 

 

令和 

元年 

５月 「自転車通勤導入に関する手引き」の策定

（国土交通省） 

・事業者活動における自転車通勤や業務利用を拡大するため、これから自転車通勤制度を導入するための検討をする際や、すでに

ある自転車通勤制度の見直しを行う際の参考となる手引き 

 

令和 
２年 

３月   名取市第六次長期総合計画 

第二次名取市環境基本計画 

 ４月 「自転車通勤推進企業」宣言プロジェクト

の創設（国土交通省） 

・自転車通勤を導入する企業・団体を自転車活用推進本部長（国土交通大臣）が認定し、自転車通勤の取組を広く発信（宣言企業

認定、優良企業認定） 

名取市第六次長期総合計画

地方創生総合戦略版 

令和 ３月 宮城県自転車活用推進計画策定 ・国の自転車活用推進計画（第１次）の４つの目標に準じて、取組を設定  

３年 ４月 自転車安全利用条例制定（宮城県） ・県や自転車利用者等の責務について明確化するとともに、自転車損害賠償保険等への加入義務化 第 11 次名取市交通安全計画 

 ５月 自転車活用推進法に基づく自転車活用推進

計画（第２次）の閣議決定 

・４つの目標は第１次計画を踏襲しつつ、新たな施策として、「多様な自転車の開発・普及」及び「損害賠償責任保険等への加入

促進」を追加 

 

令和 ３月   名取市地域公共交通計画 

５年 ４月 道路交通法改正 ・すべての自転車利用者において「ヘルメット着用」が努力義務化 

・「特定小型原動機付自転車」という車両区分が新設され、いわゆる電動キックボードについては、運転免許証が無くても 16 歳以

上であれば乗ることが可能（ヘルメットの着用は努力義務） 

 

  「安全で快適な自転車利用環境創出ガイド

ライン（平成24年11月）」の見直しに向け

た検討（国土交通省及び警察庁） 

 

第２回安全で快適な自転車等利用環境向上

に関する委員会開催 

・国土交通省、警察庁連携による「安全で快適な自転車利用環境創出ガイドライン」の見直しに向けた検討に着手しており、第２

回委員会において「改訂版ガイドラインの骨子等」が資料として提示されている（以下に改定ポイント） 

①基本理念の理解の促進：自転車活用の推進を念頭に、車道走行を基本とした自転車ネットワーク形成を図る基本理念の徹底 

②検討手法の多様化・深化：プローブデータを活用した利用動向の把握等 ICT 技術の活用による検討手法の深化を促す事例を充

実/自動車の実勢速度を踏まえた整備形態の選定等検討手法の多様化（柔軟化）を促す事例を充実 

③通行空間に関する整備の創意工夫：簡易な構造分離や省スペース型の整備等自転車通行のための空間を確保し、整備を進める

ための工夫の事例や柔軟な対応を促すための法令・基準類の解説を充実 

④機会をとらえた整備の促進：整備の機会を逃さないよう他事業（無電柱化事業等）との連携・調整のポイントを充実 

⑤交通ルールの周知と遵守の強化：空間の形態別の通行ルールの詳説等交通ルールの周知強化のための参考情報を充実 

 

 ７月  ・タンデム自転車について、都道府県で唯一公道の走行を制限していた東京都が解禁したことから全国で走行が可能となる  

 11 月 第 10 回自転車利用環境向上会議の開催 ・宮城県、仙台市、名取市及び東北地方整備局の主催により、「第 10回自転車利用環境向上会議 in仙台・名取」を開催  
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事業区分 施策 施策の概要 実施事業 実績等 

１ 安全な自転車利用のための意識づくりに関する施策     

ソフト 

看板設置等による安全

対策 

市内における自転車事故発生箇所、自転車ルール違反（違法

駐輪含む）多発箇所における看板（自転車は左側通行遵守、

違法駐輪禁止等）の設置による注意喚起の実施 
要望等に応じ随時看板・ポール等を設置 

①ゆりが丘三丁目地内注意喚起看板２基設置 

②駐輪禁止看板（名取駅西口７箇所、名取駅東口３、美田園駅１、館腰駅西口１、

館腰駅東口２） 

中心市街地に見られる幅員が狭く、自転車専用の通行空間整

備が困難な路線（特に旧４号等）について、注意喚起の看板

を設置する等の安全対策の実施 

①名取駅西口（手倉田地内）ポール設置による降車通行喚起 

②市道：田高沢目線 矢羽根路面標示 

③市道：相互台線 自転車歩行者分離路面標示 

各種交通イベント開催

等による自転車利用ル

ール・マナーの普及・

啓発 

市内の小・中学校による交通安全教室や街頭指導による啓発

活動 

①警察官または交通指導隊による小学校交

通安全教室 

②自転車通学者に対する街頭指導 

令和４年度実績（例年実施） 

①小・中・義務教育学校全校で実施 

②「春・秋の交通安全運動」年２回及び毎月１５日（自転車安全利用の日）に実施 

市内の自治会、老人クラブ等を通した高齢者への啓発や民間

自転車等駐車場、自転車店等との連携・協力によるルール・

マナーの普及啓発活動 

①町内会の要請を受け交通指導隊による交

通安全教室開催 

②サイクルスポーツセンター自主事業によ

る普及啓発 

①新型コロナウイルスの影響から、令和２年度以降未実施（令和元年度２団体８０

人対象に実施有） 

②４年度「乗れない子の自転車教室」年９回開催、４８人参加（５歳から小学６年

生対象） 

サイクルマップの作成 
市外来訪者はもちろん市民の自転車周遊の支援および安全な

自転車利用を周知するため自転車周遊マップを作成・配布 

市内の公共・観光施設、文化財等を周遊す

るマップを作成 
「閖上りんりんサイクリングコース」等４コースのマップを作成・配布 

２ 復興による新たな生活圏に対応した自転車通行空間づくりに関する施策     

ハード 
安全・快適な自転車通

行空間の整備 

復興推進に対応した自転車ネットワーク路線を設定し、安全

で快適な自転車通行空間整備を実施 

８路線設定（但し通行空間の整備は一部実

施） 
路線は設定したが、自転車通行空間の確保について一部未整備（１１ページ参照） 

３ 自転車の利用促進に向けた環境づくりに関する施策     

ソフト 

サイクリングコースの

設定 

市外からの来訪者はもちろん市民がサイクリングを楽しむこ

とができるコースの設定を行い、公表 

①公共・観光施設、文化財等を周遊するマ

ップを作成 

②周遊スポットを巡る各種ポイントラリー

の実施 

③サイクルスポーツセンターを宿泊先とし

た「サイクリング周遊ツアー」、「周遊モ

ニターツアー」を開催 

①４ルート設定（令和４年度） 

②３回実施 延べ３,０７７人参加 

③周遊ツアー８回実施７３人参加、モニターツアー３回実施６人参加 

既存自転車店等を活用

したサイクルステーシ

ョン等の整備 

既存の自転車店等をサイクルステーションと位置付けて、簡

単なメンテナンスや休憩場所として利用できるように整備 

公共施設における設置、飲食店等における

サイクルラック設置 

３６箇所設置（公共施設１９、民間施設１７） 

※仙台空港にサイクリングポート（Ｈ２９.１１設置（仙台空港㈱）) 

ハード 

レンタサイクルの拡充 

名取駅コミュニティプラザで指定管理者が実施中のレンタサ

イクル事業の拡充と、新たな拠点（仙台空港、サイクルスポ

ーツセンター等）の設置を進め、市内外の利用者に対応 

①名取駅コミュニティプラザ（５台） 

②サイクルスポーツセンターによる走路外

貸出（令和２年１０月開始） 

実績（台） 

①令和１：４８９、令和２：６６、令和３：１０４、令和４：３６９ 

②令和２：１３７、令和３：４５２、令和４：８７１ 

自転車ネットワーク整

備の拡大 

本計画完了後は、整備された自転車ネットワークを骨格とし

た、新たな自転車ネットワークの拡大展開を検討 

未実施（計画では令和９年度から実施の位

置付け） 
  

自転車等駐車場の確保 
自転車利用環境の向上に伴う、新たな自転車需要に対応した

自転車等駐車場の確保を検討 

未実施（計画では令和９年度から実施の位

置付け） 
  



 

11 

 

 
路線名※（）内は整備手法 

延長 （ｍ） 
整備状況等 

 計画 完了 

① 一般県道 閖上港線(専用通行帯) 6,590 1,605 未整備区間は道路拡幅が必要 

② 一般県道 仙台亘理自転車道線(自転車道) 4,885 ― ルートを変更して整備中 

③ 主要地方道 塩釜亘理線(上段：自転車道) 

(下段：専用通行帯) 

600 

2,830 

600 

0 

未整備区間は道路拡幅を必要 

④ 一般県道 杉ヶ袋増田線(走行位置明示) 

市道 大手町大通り線(走行位置明示) 

3,573 

399 

3,573 

399 

整備済 

 

⑤ 一般県道 仙台館腰線(専用通行帯） 1,580 0 道路拡幅が必要 

⑥ 市道 川上田高線(専用通行帯） 2,550 0 道路拡幅が必要 

⑦ 市道 名取駅西線(走行位置明示） 653 495 一部整備済 

⑧ 一般県道 名取停車場線(走行位置明示) 224 224 整備済 

 

 

 

①  

⑧ 

③ ④ 

⑤ 

⑦ 

④ 

⑥ 

② 
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①気候 

 

 

出典：気象庁 HP 

②地勢 

 

 

■市域東西の断面図（地点 A-B 間） 

31.4 23.3
63.0

85.5 96.0 107.6 155.6 128.8 169.1 164.3 55.9
43.2

1.6 2.2
5.4

10.0
15.1

19.0
22.4 24.3

21.1
15.4

9.6
4.2

0.0

100.0

200.0

300.0

0.0

10.0

20.0

30.0

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

月間降水量 気温

気温（℃） 月間降水量（㎜）

出典：国土交通省 国土地理院 HP（データ加工） 

■本市の平均気温と平均降水量（2003～2020） 
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①人口推移 

 

 

 

■本市の総人口及び年齢３区分別人口の推移 

 

※年齢不詳については表示していないため、各区分の合計と総人口が一致しない。 

出典：国勢調査 
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②就業人口 

 

 

■本市の就業人口の推移 

単位（人） 

出典：国勢調査 

 

平成22年 平成27年 令和2年

総数（産業大分類） 32,354 35,534 36,275 741 2.1%

　Ａ 農業，林業 1,398 1,209 1,095 △ 114 △ 9.4%

第1次 　　うち農業 1,392 1,203 1,083 △ 120 △ 10.0%

　Ｂ 漁業 41 13 16 3 23.1%

　Ｃ 鉱業，採石業，砂利採取業 12 14 5 △ 9 △ 64.3%

第2次 　Ｄ 建設業 2,960 3,729 3,659 △ 70 △ 1.9%

　Ｅ 製造業 4,212 4,161 4,056 △ 105 △ 2.5%

　Ｆ 電気・ガス・熱供給・水道業 203 267 245 △ 22 △ 8.2%

　Ｇ 情報通信業 802 888 879 △ 9 △ 1.0%

　Ｈ 運輸業，郵便業 2,655 2,657 2,815 158 5.9%

　Ｉ 卸売業，小売業 6,494 6,574 6,457 △ 117 △ 1.8%

　Ｊ 金融業，保険業 804 780 717 △ 63 △ 8.1%

　Ｋ 不動産業，物品賃貸業 645 852 812 △ 40 △ 4.7%

第3次 　Ｌ 学術研究，専門・技術サービス業 854 1,021 1,083 62 6.1%

　Ｍ 宿泊業，飲食サービス業 1,605 1,720 1,796 76 4.4%

　Ｎ 生活関連サービス業，娯楽業 1,120 1,083 1,114 31 2.9%

　Ｏ 教育，学習支援業 1,793 2,008 2,060 52 2.6%

　Ｐ 医療，福祉 3,113 3,875 4,415 540 13.9%

　Ｑ 複合サービス事業 267 336 287 △ 49 △ 14.6%

　Ｒ サービス業（他に分類されないもの） 2,178 2,284 2,504 220 9.6%

　Ｓ 公務（他に分類されるものを除く） 1,126 1,362 1,364 2 0.1%

- 　Ｔ 分類不能の産業 72 701 896 195 27.8%

1,439 1,222 1,111 △ 111 △ 9.1%

7,184 7,904 7,720 △ 184 △ 2.3%

23,659 25,707 26,548 841 3.3%

　（再掲）第2次産業

　（再掲）第1次産業

　（再掲）第3次産業

増減率
H27－R2
増減数
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①観光客入込数 

 

 

 

 

■市全体及び主要観光施設等の観光客入込数の推移 

出典：名取市資料 
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 

 

■温室効果ガス排出状況の推移 

出典：環境省 自治体排出量カルテ 

■温室効果ガス排出量の部門・分野別構成比 令和 2 年度 

 

出典：環境省 自治体排出量カルテ 
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 

■生活習慣病の割合（R1） 

出典：名取市国民健康保険第２期保健事業実施計画（データヘルス計画中間評価まとめ） 

 

■メタボ該当者割合の推移（被国民健康保険者） 

出典：特定健康診査・特定保健指導の実施状況に関するデータ(厚生労働省） 

 

  

20.6

24.8

25.2

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0%

メタボ該当者割合

メタボ該当者割合

メタボ該当者割合

国
宮

城
県

名
取

市

R3 R2 R1 H30 H29 H28

5.4%

6.0%

6.4%

3.5%

3.9%

4.1%

2.6%

2.6%

3.1%

0.0% 2.0% 4.0% 6.0% 8.0% 10.0% 12.0% 14.0%

R1

R1

R1

国
宮

城
県

糖尿病 高血圧 脂質異常症

国 

名取市 

宮城県 

国 

名取市 

宮城県 
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①鉄道 

 

 

■市内駅別の利用者数（1日平均） 

出典：JR 東日本 HP、仙台空港鉄道株式会社 HP

②駐輪場  

 

 

 

■自転車駐輪場の利用状況

 

出典：名取市資料（加工） 
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③航空 

 

 

■仙台空港の利用者数（乗降客数）の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：仙台国際空港株式会社 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1,629

2,488
2,903 3,046 2,980 2,923 3,100 3,270 3,462

1,549 1,498

2,779
88

178

290 167 173 187
278

310
393

72 0

15

1,717

2,666

3,193 3,213 3,153 3,110 3,378 3,580
3,855

1,621 1,498

2,794

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

4,500

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4

（千人）

国内線利用者数 国際線利用者数 （年度）
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 

■自転車ネットワーク路線における自動車交通量 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：交通センサス（平成 27 年、令和 3 年） 

 

 路線名 
対象地点 

（地図内記載） 

平成 27 年から 

令和 3 年の増

減率 

① 一般県道 閖上港線 

A 106.9% 

B 107.0% 

C～E※ 108.6% 

② 一般県道 仙台亘理自転車道線 調査地点無し 

③ 主要地方道 塩釜亘理線 
F～H※ 95.2% 

I 109.3% 

④ 
一般県道 杉ヶ袋増田線 

市道 大手町大通り線 
114.0% 

⑤ 一般県道 仙台館腰線 113.9% 

⑥ 市道 川上田高線 調査地点無し 

⑦ 市道 名取駅西線 調査地点無し 

⑧ 一般県道 名取停車場線 91.4% 
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 

 

■目的別の代表交通手段 

出典：名取市公共交通に関する市民アンケート調査（令和 2 年度） 

 

5.4 

3.3 

3.7 

2.4 

4.1 

4.5 

0.9 

3.5 

1.4 

2.2 

7.4 

11.8 

6.8 

8.9 

2.8 

19.1 

5.4 

4.4 

85.2 

63.2 

77.0 

76.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

買い物（N＝108）

通勤・通学(N＝68）

通院(N＝74)

趣味・娯楽(N＝90)

徒歩 自転車 バイク バス・タクシー 鉄道 自家用車

8.9 

6.1 

10.9 

6.8 

10.8 

9.0 

9.9 

8.4 

0.3 
1.6 

1.0 
1.1 

3.5 

2.0 

8.5 

5.9 

5.1 

25.3 

4.5 

11.7 

71.5 

56.1 

65.2 

66.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

買い物（N＝316）

通勤・通学(N＝198）

通院(N＝201)

趣味・娯楽(N＝222)

徒歩 自転車 バイク バス・タクシー 鉄道 自家用車

徒歩 自転車 バイク バス・タクシー 鉄道 自家用車
≪凡例≫

5.3 

3.1 

7.0 

5.2 

6.5 

5.1 

6.4 

4.7 

0.5 

1.0 

1.0 

1.0 

4.7 

5.0 

6.8 

4.9 

4.5 

22.3 

5.6 

9.9 

78.5 

63.6 

73.3 

74.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

買い物（N＝1,938）

通勤・通学(N＝1,271）

通院(N＝1,223)

趣味・娯楽(N＝1,412)

徒歩 自転車 バイク バス・タクシー 鉄道 自家用車
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■通勤通学時の地区別の駅までの利用交通手段 

 

 

 

出典：名取市公共交通に関する市民アンケート調査（令和 2 年度） 
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 

 

■通勤通学時移動交通手段（自転車のみ）の分担率（全国）

 出典：国勢調査（令和 2 年度） 
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 

■避難の交通手段（ｎ＝256） 

      出典： 「2011 年東北地方太平洋沖地震に対する津波避難行動と交通手段の問題－名取市におけ 

           るアンケート調査－（山口大学大学院 村上ひとみら）」地域安全学会（2011） 
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①自転車事故数 

 

■自転車関連事故件数と全事故に占める構成比の推移（全国）

 

出典：警察庁 

 

■自転車関連事故件数と全事故に占める構成比の推移（本市） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：宮城県警察本部 

  

132,051 121,040 109,269 
98,700 90,836 90,407 85,641 80,473 

67,673 69,694 69,985 
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②自転車事故の違反類型 

 

 

■自転車事故の違反類型割合（宮城県） 

 

※動静不注視：周りの車や人の存在、動きに気が付いていながら、危険はないだろうと判断し、
その周りの車や人の動静について注視を怠ったことをいう。 

（具体例）前方の走行車が左折する際、「停止せず曲がるだろう」と判断し、前方の車の動
静について、注意を怠り、ブレーキをかけずに車間距離を詰めていたところ、
前方の車が歩行者の存在によって急停車したことで、前方の車に追突してしま
い起きた事故 

出典：令和４年度中自転車の交通事故発生状況（宮城県警察本部） 

 

 

 

 

 

 

 

  

動静不注視, 22.1%

安全不確認, 13.1%

前方不注意, 1.4%
通行区分, 1.4%
交差点安全, 0.9%
一時不停止, 0.6%

徐行違反, 0.6%
安全速度, 0.8%

他の違反, 3.5%

違反なし, 55.5%
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○調査方法 

○回答者数 

［年齢（１つ選択）］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.1%

6.0%

15.3%

16.3%

22.9%

21.9%

28.8%

25.1%

18.2%

19.9%

8.3%

8.0%

2.4%

2.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

市民（N=170）

全体（N=251）

10歳代 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳代以上
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［自転車の所有状況（１つ選択）］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

% 

% 

48.8%

47.4%

7.6%

7.2%

3.5%

4.8%

7.6%

8.0%

9.4%

11.2%

1.2%

2.0%

21.2%

19.1%

0.6%

0.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

市民（N=170）

全体（N=251）

一般車・シティサイクル 電動アシスト自転車 折り畳み自転車・小径車
クロスバイク ロードバイク マウンテンバイク
持っていない その他

44.1%

7.0%

25.7% 27.9% 61.8% 21.5%

5.1%

9.1%

0% 50% 100% 150% 200%

参考：国民

（N＝957）

一般車・シティサイクル 電動アシスト自転車 折り畳み自転車・小径車
クロスバイク ロードバイク マウンテンバイク
持っていない その他

44.1%

7.0%

25.7% 27.9% 61.8% 21.5%

5.1%

9.1%

0% 50% 100% 150% 200%

参考：国民

（N＝957）

一般車・シティサイクル 電動アシスト自転車 折り畳み自転車・小径車
クロスバイク ロードバイク マウンテンバイク
持っていない その他
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［利用頻度（１つ選択）］ 

 

 

参考：自転車活用推進計画骨子に対するアンケート調査結果（令和２年度 第４回自転車

の活用推進に向けた有識者会議 国土交通省） 

［利用目的（複数選択）］ 

 

 

 

  

37.7% 20.2% 22.6% 9.3% 10.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

参考：国民

（N=957）

週5日以上 週3～4日程度 週1～2日程度 月4日未満 ほとんど使わない

33.5%

31.5%

36.5%

34.3%

4.2%

4.4%

15.0%

18.5%

15.0%

17.7%

0.6%

0.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100% 120%

市民(N＝170)

全体(N＝251)

通勤・通学 買い物等近所への用事 仕事(配達等)
子ども等の送り迎え 娯楽・レジャー 健康増進・トレーニング
その他

28.4%

28.1%

14.9%

13.3%

16.4%

19.7%

12.7%

11.3%

27.6%

27.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

市民（N=134）

全体（N=203）

週5日以上 週3～4日程度 週1～2日程度 月4日未満 ほとんど使わない
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［自転車を利用する理由（３つまで選択）］ 

 

 

 

 

 

  

22.5%

3.8%

20.6%

2.2%

4.6%

24.7%

6.7%

6.4%

8.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

参考：国民

（N=957）

手軽に使える、早く移動できる ガソリン代や電車・バス代がかからない
健康に良い、運動不足解消 環境にやさしい
クルマの渋滞や、満員電車などのストレスがない 走っていて気持ちが良い、ストレス解消
かっこいい、おしゃれ 利用に適した公共交通機関がないため

71.1%

70.1%

37.1%

36.7%

51.5%

54.4%

15.5%

14.3%

21.6%

19.0%

26.8%

29.3%

3.1%

2.7%

16.5%

13.6%

3.1%

2.7%

0% 50% 100% 150% 200% 250%

市民（N=97）

全体（N=147）

手軽に使える、早く移動できる ガソリン代や電車・バス代がかからない
健康に良い、運動不足解消 環境にやさしい
クルマの渋滞や、満員電車などのストレスがない 走っていて気持ちが良い、ストレス解消
かっこいい、おしゃれ 利用に適した公共交通機関がないため
その他
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［安全で快適な交通環境の整備への関心］ 

 

［ゼロカーボンシティの実現に向けた利用促進への関心］ 

 

 

［スポーツの振興への関心］ 

 

  

42.9%

43.4%

44.1%

45.4%

9.4%

8.8%

3.5%

2.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

市民（N=170）

全体（N=251）

関心がある やや関心がある あまり関心がない 関心がない

 

33.5%

35.9%

45.3%

47.0%

17.6%

14.7%

3.5%

2.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

市民（N=170）

全体（N=251）

関心がある やや関心がある あまり関心がない 関心がない

20.6%

24.7%

37.1%

38.6%

35.3%

30.3%

7.1%

6.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

市民（N=170）

全体（N=251）

関心がある やや関心がある あまり関心がない 関心がない
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［健康の増進への関心］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［サイクリストの誘客による賑わいのあるまちづくりへの関心］ 

 

［観光施設の周遊による観光の活性化への関心］ 

 

  

26.5%

31.1%

43.5%

43.8%

24.7%

21.1%

5.3%

4.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

市民（N=170）

全体（N=251）

関心がある やや関心がある あまり関心がない 関心がない

28.2%

31.1%

40.6%

41.8%

25.3%

23.1%

5.9%

4.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

市民（N=170）

全体（N=251）

関心がある やや関心がある あまり関心がない 関心がない

38.2%

42.2%

42.4%

41.8%

14.7%

12.7%

4.7%

3.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

市民（N=170）

全体（N=251）

関心がある やや関心がある あまり関心がない 関心がない
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［安全やマナー向上に資する取組への関心］ 

 

 

［自転車関連ルールの認知度(①車道が原則、左側を通行、歩道は例外、歩行者を優先)］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［自転車関連ルールの認知度(② 交差点では信号と一時停止を守って、安全確認)］ 

 

  

67.7%

70.2%

25.7%

25.0%

6.6%

4.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

市民(N＝170)

全体(N＝251)

知っていて、守っている 知っているけど、守れていない
知らない(守れていない) 無回答

34.7%

37.8%

45.3%

43.4%

16.5%

14.7%

3.5%

4.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

市民（N=170）

全体（N=251）

関心がある やや関心がある あまり関心がない 関心がない

85.0%

86.3%

12.0%

11.7%

3.0%

2.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

市民(N＝170)

全体(N＝251)

知っていて、守っている 知っているけど、守れていない
知らない(守れていない) 無回答
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［自転車関連ルールの認知度(③ 夜間はライトを点灯)］ 

 

［自転車関連ルールの認知度(④飲酒運転は禁止)］ 

 

［自転車関連ルールの認知度(⑤ヘルメット着用は努力義務)］ 

 

  

97.0%

98.0%

3.0%

2.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

市民(N＝170)

全体(N＝251)

知っていて、守っている 知っているけど、守れていない

知らない(守れていない) 無回答

96.4%

96.8%

3.6%

2.8%

0.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

市民(N＝170)

全体(N＝251)

知っていて、守っている 知っているけど、守れていない

知らない(守れていない) 無回答

35.9%

35.9%

62.3%

62.9%

1.8%

1.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

市民(N＝170)

全体(N＝251)

知っていて、守っている 知っているけど、守れていない

知らない(守れていない) 無回答
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［自転車損害賠償保険等への加入状況］ 

 

 

〇調査結果のまとめ 

 

 

 

 

 

 

 

61.7%

62.5%

25.7%

25.0%

12.6%

12.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

市民(N＝170)

全体(N＝251)

加入している 加入していない 加入しているかどうかわからない 無回答



 

36 

 

 

○調査方法 

 

 

○回答者数 

 

 

［年齢］ 

 

 

全体・市民

平日・休日 

 

 

1.0%

8.0%

8.0%

27.0%

20.0%

26.0%

44.0%

19.0%

16.0%

13.0%

8.0%

6.0%

4.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（N=100）

市民（N=25）

10歳代 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳代以上 無回答

1.5%

12.5%

5.9%

34.4%

23.5% 38.2%

18.8%

19.1%

21.9%

8.8%

12.5%

2.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平日(N＝32)

休日(N＝68)

10歳代 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳代以上 無回答
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［利用頻度（１つ選択）］ 

 

 

［主な利用目的（複数選択）］ 

 

 

全体・市民 

 

 

 

 

 

 

 

 

平日・休日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

26.0%

20.0%

35.0%

32.0%

36.0%

36.0%

10.0%

12.0%

5.0%

12.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100% 120%

全体（N=100）

市民（N=25）

旅行・レジャー 健康増進・スポーツ 子どもの付き添い その他 無回答

18.8%

29.4%

31.3%

36.8%

28.1%

39.7%

21.9%

4.4%

12.5%

1.5%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0% 120.0%

平日(N＝32)

休日(N＝68)

旅行・レジャー 健康増進・スポーツ 子どもの付き添い その他 無回答

36.0%

20.0%

11.0%

24.0%

6.0%

12.0%

45.0%

44.0%

2.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（N=100）

市民（N=25）

初めて 月 2 回程度 月 1 回程度 1 年に数回程度 無回答
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［主な利用内容（複数選択）］ 

 

 

 

全体・市民 

平日・休日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

62.0%

60.0%

1.0%

27.0%

24.0%

9.0%

4.0%

34.0%

20.0%

3.0%

4.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100% 120% 140%

全体（N=100）

市民（N=25）

自転車利用

センターでのイベント等のアクティビティ参加

日帰り温泉

レストラン

その他(スケートボード、フットサル、バスケットボール、遊具等)

無回答

40.6%

72.1%

1.5%

28.1%

26.5%

3.1%

11.8%

40.6%

30.9%

6.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100% 120% 140%

平日(N＝32)

休日(N＝68)

自転車利用

センターでのイベント等のアクティビティ参加

日帰り温泉

レストラン

その他(スケートボード、フットサル、バスケットボール、遊具等)

無回答
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［サイクルスポーツセンターに併せて訪れた施設］ 

 

 

［走行した(ことがある)サイクリングコース］ 

 

3.0%

8.0%

2.0% 8.0%

8.0%

4.0% 2.0%
1.0%

2.0%
1.0%

0% 10% 20% 30%

全体（N=100）

市民（N=25）

閖上観光周遊コース 仙台荒浜貞山堀周遊コース
仙台空港コース 熊野三社コース
閖上りんりんコース 海沿いポタリングコース
田園ミニクライムコース 名取周遊チャレンジコース
みやぎ県南浜街道サイクリング コース 震災復興・伝承みやぎルート

4

2

30

3

1

18

3

1

1

3

7

2

0 5 10 15 20 25 30 35

ゆりあげ港朝市

みちのく潮風トレイル名取トレイルセンター

名取市震災メモリアル公園

かわまちてらす閖上

名取市震災復興伝承館

アクアイグニス仙台

その他

ゆりあげ港朝市

みちのく潮風トレイル名取トレイルセンター

名取市震災メモリアル公園

かわまちてらす閖上

名取市震災復興伝承館

アクアイグニス仙台

その他

自
転

車
で

の
訪

問
自

転
車

以
外

の
移

動
手

段
で

の
訪

問

全体（N=80） 市民（N=18）

(件)

自
転
車
で
の
訪
問 

自
転
車
以
外
の
移
動
手
段
で
の
訪
問 
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［サイクルスポーツセンターを拠点にサイクリングを楽しむための施策］ 

 

［自由意見］

 

 

 

 

 

 

 

 

39.0%

19.0%

12.0%

12.0%

6.0%

5.0%

5.0%

1.0%

48.0%

12.0%

4.0%

12.0%

8.0%

8.0%

8.0%

0.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

多様な観光コンテンツ

サイクリングコースの快適性

サイクリングイベントの開催

市外で休憩・宿泊等ができる拠点施設

自転車積載サービス（サイクルバス等）

市内他の施設へのサイクルラックの設置

モデルコースの巡り方等情報発信

市内他の施設への空気入れ等ある

サイクルステーション設置

全体（N=100）
市民（N=25）
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○調査結果のまとめ 

 

 

 

 

 

 
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  ※「名取市スポーツ推進計画」策定に係るアンケートから抜粋 

○調査方法 

 

 

○回答者数 

 

 

 

○調査結果 

［運動やスポーツを習慣化するために必要なこと（複数選択）］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［運動・スポーツをしなかった理由（複数選択）] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

31.3
23.0

18.0
13.3

13.0
11.4

10.2

7.5
6.1

0% 10% 20% 30% 40%

時間がないから

機会がなかったから
年を取ったから

面倒だから
お金がかかる

仲間がいない
身近に施設がない

病気やケガをしている
スポーツが好きではない

76.0

42.4

37.8

37.8

33.3

21.0

14.8

11.4

0% 20% 40% 60% 80%

気軽に取り組めること

希望の施設が近くにあること

仲間がいること

費用が安いこと

レベルにあうスポーツがあること

参加しやすい日時に開催されていること

欲しい情報が入手できること

専門指導者がいること
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[１年間で行った運動・スポーツ（複数選択）] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

49.6
36.5

12.2

8.6

6.5

5.9

5.0

5.0

4.5

4.2

3.6

0% 20% 40% 60%

ウオーキング、散歩

体操（筋力トレーニング含む）

軽い球技

室内運動器具使用の運動

ランニング（ジョギング）

ゴルフ

その他手軽にできるスポーツ

ハイキング、ワンダーフォーゲル等

釣り

ゲートボール、グランドゴルフ等

サイクリング、モータースポーツ
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 
 

 
 
 

 

 
 
 
 
 
 

 

 

 
 
 
 

 

 

 

 
 
 

 

 
 

 

 

 

 
 
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 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
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 

 

 
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 多様な主体による市民本位のまちづくりを

進めます 

 地域の特性と魅力を最大限引き出します 

 時代の変化に対応した持続的な発展を目指

します 

 健康で楽しい暮らし 

 快適で安全な生活基盤の確保 

 都市の成長を牽引する産業の振興 

 にぎわいと国際化を生み出す交流促進 

 循環と再生利用による環境都市の創出 

 

 
市内全域での自転車周遊／自転車を活用した観

光ニーズの掘り起こしや受け入れ対応／自転車

による観光消費の拡大 
 

自動車から自転車への利用転換／健康増進へつ

ながる取組/サイクルスポーツ等の普及・浸透 
 

一層の自転車ルール・マナー徹底への対応／周

知・啓発の取組／災害時における移動手段とし

ての自転車活用／事故割合増への対応 
 

自転車ネットワークの未整備区間の対応／市内

地区間を結ぶ自転車交通の環境整備 
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１-１ 自然・観光資源を生かしたルートの周遊の促進 

１-２ サイクリストの周遊をサポートするサービスの提供 

１-３ 広域連携による取組の推進 

１-４ 「人力で旅する文化」の醸成・情報発信 

１-５ ユニバーサルデザイン・おもてなしの充実 

 

２-１ 気軽な自転車利用の推進 

２-２ 日常生活での自転車利用機会の創出 

２-３ サイクルイベントの開催、誘致 

２-４ サイクルスポーツの振興 

２-５ 障がい者のサイクリング等の活動支援 

 

①名取市サイクルスポーツセンター等に 
おけるレンタル自転車利用者数 

②自転車通勤推進企業数（事業所） 

 

ＫＰＩ指標 

令和 4 年度 令和 9 年度 令和 12 年度 

《選定理由》 

①サイクルツーリズムに関連した観光客数の増加を図るため、サイクルイベント等の参加者数を設定。 

②サイクルラックの設置により市内回遊の利便性の向上を目指すため、設置個数を設定。 

《選定理由》 

①サイクルスポーツ・サイクリングによる健康増進を図るため、名取市サイクルスポーツセンターに

おける自転車利用者数を設定。 

②日常生活の自転車利用による環境負荷低減を図るため、市内の自転車通勤推進企業数を設定。 

ＫＰＩ指標 
①ツアー・イベント参加者数（人） 

②サイクルラック（サイクルステーション）
設置数（件） 

令和 4 年度 令和 9 年度 令和 12 年度 

350 560 750 

36 60 80 

46,000 51,700 55,200 

0 4 7 
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３-１ 自転車利用ルール・マナーの普及・啓発 

３-２ 安全・安心な自転車利用の支援 

３-３ 避難手段、支援物資運搬等としての活用検討 

 

４-１ 安心して走行できる環境の確保 

４-２ 安全・快適な自転車走行環境の維持管理 

４-３ 自転車ネットワークの拡充 

４-４ 利便性の高い公共交通の構築に向けた自転車環境整備 

  

②シェアサイクルの導入 

ＫＰＩ指標 
①自転車関連死亡事故件数（件） 

②自転車における安全教室の開催件数（件） 

令和 4 年度 令和 9 年度 令和 12 年度 

ＫＰＩ指標 

①ネットワーク路線（市道）の整備延長
（ｍ） 

令和 4 年度 令和 9 年度 令和 12 年度 

《選定理由》 

①安全で安心に自転車を利用できるまちづくりを目指すため、自転車関連死亡事故件数を設定。 

②ルール・マナーの普及・啓発により安心して自転車を利用できる地域づくりを図るため、自転車に

おける安全教室の開催件数を設定。 

《選定理由》 

0 0 0 

15 24 33 

①安全・快適に走行できる環境の向上を目指すため、ネットワーク路線（市道）の整備延長を設定。 

※市道総延長（ｍ）76,504 のうち最終年度 85％の整備率を目指します。  

②利便性の高い公共交通の構築のため鉄道駅周辺や主要施設等にシェアサイクルの導入を進めます。 

7,656 36,000 65,000 

調査・検証 導入 
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                    
     
                   
     
          

   

     
         

   

     
                            
     
                  

   

     
                             
     
                   

   

     
          
     
                            
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出典：名取市 HP 

 

 

 

 

 

・なとりサイクルラリー 

勧請 900 年を迎える熊野三社を巡

り、その歴史に触れながらサイクリ

ングを楽しめるイベントを開催した

もの。アプリの GPS 機能を活用し、

スタンプを集めるイベントで、同時

に Instagram によるフォトキャンペ

ーンも開催した。 

・なとりサイクルマップ 

市内を周遊し、おすすめ立ち寄りスポッ

トや絶好の写真撮影スポットを掲載したサ

イクルマップを作成したもの。マップで

は、難易度別に全部で４つのコースを紹介

している。 

取組 

出典：名取市 HP 
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 

 

・関東鉄道における「サイクルバス」の取組 

関東鉄道(茨城県)では、ナショナルサイクルルート沿線で、サイクリス

トの移動利便性向上に寄与するサイクルバスを運行。サイクリング目的の

観光客だけでなく、買い物や通院等日常利用もターゲットにしており、追

加料金・予約不要で、自転車は最大 2 台までバス内に載せることができ

る。固定ベルト、サイクルラックを設置し、車イス利用がない場合に限

り、固定して利用することができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲サイクルバス、サイクルバス車内の様子 

出典：国土交通省 サイクルトレイン・サイクルバス導入の手引き～国内

外の参考事例集～ 令和 4 年度版 

事例 
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 

 

・景観作物栽培事業（レンゲ栽培） 

茨木市では、地域の景観形成に寄与す

る目的で、レンゲ米を栽培している農地

の横で、レンゲを栽培し、開花させた農

業者への支援を行っている。 

 

 

 

 

 

出典：茨木市 HP 

事例 

 

・花いっぱい運動 

道路や公園等の公共エリアに、花の苗等を植

え、公共のスペースを花いっぱいの状態にするこ

とで、ごみの不法投棄等を予防し、「清潔で潤い

のある良好な空間」「美しいふるさと」の創出を

目指すことを目的に、町内会や子ども会と連携

し、「花いっぱい運動」を行っている。 

出典：名取市資料 

取組 

▲活動風景 

▲レンゲ栽培風景 
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 

 

 

 

・仙台空港サイクリングポート 

仙台空港を拠点にサイクリングを快適に楽しむためのサイクルツーリス

トサポート施設として整備されている。 

自転車の組立や解体・整備に必要な工具の貸出（無料）、輪行箱を保管

できる大型専用ロッカー（有料）を完備している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲サイクリングポート       ▲ロッカー（荷物用、輪行箱専用） 

 

出展：仙台空港 HP 

取組 
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 

 

 

・震災復興・伝承みやぎルート 

震災復興・伝承みやぎルー

トは、県沿岸部を南北に縦断

し、沿岸地域における漁業・

海産物等の魅力を生かしつ

つ、東日本大震災の遺構や伝

承施設等を巡るルートであ

る。 

サイクルツーリズムを推進

し、国内外からサイクリスト

の誘致を図り、サイクリング

観光による地域の活性化を目

指すことを目的として、宮城

サイクルツーリズム推進協議

会が平成 31 年に設置され、活

動を展開している。 

 

出典：国土交通省 HP 

コラム 



 

 57 

 

 

 

 

・サイクリングバス 

サイクリングバスとは、観光バスを使って自転車を運び、風景のよいとこ

ろでサイクリングを楽しむ行程が組み込まれたバスツアーのこと。 

 

 

 

 

 

 

 

・周遊プログラム「伊豆の国まるごと」AR ナビ 

鉄道、周遊バス、貸切バス、タク

シーと連携した周遊プログラム「伊

豆の国まるごと AR ナビ」を公開中。

多様な交通モードと連携した取組を

推進。自転車は、気軽に市内を周遊

できるようシェアサイクルを市内 10

カ所に設置、伊豆長岡温泉宿泊者に

向け、市内外への周遊に適した E-

Bike(スポーツバイクに電動アシスト

ユニットを取付した自転車)の貸出し

を実施。 

出典：伊豆長岡温泉ミライ会議 

事例 

参考 

▲伊豆の国まるごと AR ナビ 
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 

 

 

 

・名寄市における「カヌーサイクリング」の取組 

名寄市では、日本第 4 位の長大河、天塩川の市流域を、自転車とカヌーで

巡る半日のアクティビティ・カヌーサイクリングを実施している。サイク

リングの終点からカヌーを開始し(自転車は送迎車が回収)、地元カヌーガ

イドが付き添い、初心者でも楽しむことができる。 

 

 

 

 

 

 

▲カヌーサイクリングの様子 

出典：NPO 法人 なよろ観光まちづくり協会 

事例 
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 

 

 

・ 「みちのく潮風トレイル」 

 東日本大震災からの復

興を目指す取組として、

青森県八戸市と福島県相

馬市までの沿岸部を結ぶ

全長約 1000 キロの遊歩道

「みちのく潮風トレイ

ル」が環境省により整備

され、2019 年に全線開通

した。 

 名取市内にある「名取

トレイルセンター」は、

みちのく潮風トレイルを

歩く上で必要な情報や、

「ロングトレイル」と

「歩く文化」を発信する

施設である。また、トレ

イルを歩くハイカーや地

域住民、観光で来館され

た方々がくつろぎ、交流

できる空間を提供してい

る。 

出典：みちのく潮風トレイル 

コラム 
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 

 

 

・多言語に対応した情報提供 

京都市では、自転車観光の魅力を発信するとともに、外国人観光客をは

じめとした観光客向けの自転車ルール・マナー啓発動画、リーフレット及

び WEB サイト記事を多言語（日本語、英語、中国語（簡体字・繁体字）、ハ

ングル）で作成し、情報提供している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       ▲京都市リーフレット（英語版） 

出典：京都市 HP 

事例 



 

 61 

 

 

 

 

 

・サイクリストのためのおもてなしスポットの取組 

広島県では、サイクリストをあたたかく迎える施設・店舗「ひろしまサ

イクルおもてなしスポット」を募集し、広島県公式観光サイト「ひろしま

観光ナビ」において、登録施設・店舗を紹介している。店舗では、飲食店

食品販売、宿泊、サイクルスタンド、空気入れ貸出、修理工具貸出、駐輪

スペースの提供、飲料の提供等を実施。 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲ひろしまサイクルおもてなしスポット登録証 

 

出典：広島県 HP、（一社）広島県観光連盟 HP 

事例 
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         

   

     
                   
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 

 

 

 

  

・自転車通勤導入に関する手引き 

 平成 30 年 6 月に閣議決定された自転車活用推進計画に基づき、国土交通

省では、事業者における自転車通勤や業務利用拡大のための手引きを作成。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲自転車通勤導入に関する手引き    ▲自転車通勤推進企業宣言 

プロジェクトの認定ロゴマーク 

出典：自転車活用推進官民連携協議会 

事例 
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 

 

  

・茨城県における「健康マイレージ」の取組 

茨城県では、自主的で積極的な健

康づくりに取り組むきっかけづくり

として、「健康マイレージ」を実施し

ている。 

健康診断やがん検診の受診、健康

に関するイベントへの参加、自主的

に取り組んでいる健康づくり活動に

ポイントが付与される。参加者は、

景品がもらえる等、ポイントをため

て豪華景品の抽選に応募することが

できる。 

 

 

 

 

                         ▲公告チラシ 

出典：茨城県 HP 

事例 
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 

 

 

・放置自転車のリサイクル販売 

宮崎市では、保管期間を過ぎても引き取り

のない自転車のうち、再生可能な自転車を

「リサイクル自転車」として再生する事業を

行っている。 

安全性を保証するため、リサイクル自転車

は「宮崎県自転車二輪車商協同組合宮崎支

部」に加入している自転車販売店が再整備

し、TS マーク（自転車向け保険）及びリサイ

クル自転車であることを明示するステッカー

を添付したうえで再販売を行っている。 

  ▲リサイクル自転車であること

を明示するステッカー 

出典：宮崎市 HP 

 

 

 

事例 
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 

  

 

・葛飾区における「三人乗り自転車等購入費助成事業」 

  葛飾区では、子育て家庭の経済的負担を軽減し、保育園や幼稚園へ

の送迎、外出時の安全性を高めるために新たに購入する際の費用の一

部を助成。購入する自転車には、安全基準を満たす「幼児２人同乗基

準適合車マーク」と一般社団法人自転車協会が定める自転車安全基準

「BAA マーク」が両方ついている製品基準を設定している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「葛飾区：三人乗り自転車等購入費助成事業」 

出典：葛飾区 HP 

事例 
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 

 

 

 

・げんき NATORI ママチャリ 4 時間耐久レース in ゆりあげ 

「げんき NATORI ママチャリ 4 時間耐久レース in

ゆりあげ」は、市販のホームサイクル、いわゆる

ママチャリを使用する自転車レースで、1 チーム最

大 6名の登録ライダーが交代しながら 1 台の自転車

を乗り継ぎ、4 時間の完走を目指すもの。 

上位や記録更新に挑戦したい、とにかく完走し

たい、仮装やデコチャリを楽しみたい等々、各々

のチームに合わせた目標を持って、誰もが気軽に

参加出来る大会となっている。 

出典：ママチャリ耐久レース実行委員会 HP 

取組 

 

・宮城県サイクリング協会センチュリーライド 

宮城県サイクリング協会は、名取市サイクル

スポーツセンターを発着点として、センチュリ

ーライドを開催。センチュリーライドとは 100 ﾏ

ｲﾙ(160 ㎞)を、参加者が地図を読み自己の責任で

走るサイクリング大会であり、ジュニアからシ

ニアまで、幅広い年齢層の愛好者がいる。 

出典：宮城県サイクリング協会 HP 

取組 
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 
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 

 

 

  

 

・石岡市民サイクリングクラブの設立 

 市民サイクリングクラブを設立

し、ポタリングという楽しみ方やサ

イクリングコースの提案・試走を行

っている。 

 また、サイクリングを行うだけで

はなく、自転車を安全・安心に乗る

ためのルールやマナーの普及啓発、

自転車イベント等の情報発信等の取

組を行っている。 

▲石岡市民サイクリングクラブの様子

 

出典：石岡市 HP 

事例 
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 

 

 

・ハンドバイクイベント 

 令和 3 年度名取市サ

イクルスポーツセンタ

ーで、ハンドバイクに

よる体験会や記録会等

を通じ、魅力の発信、

参加者の交流を目的と

した「ハンドバイク大

会inみやぎ」が開催さ

れた。 

        

※ハンドバイクとは

「手を使って進む」自

転車のこと。足でペダ

ルをこぐことが困難で

も楽しむことができ

る。 

 

 

出典：宮城県障害者スポーツ協会 HP 

 

事例 
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                  

   

     
                  
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 

 

 

・宇都宮市における小学 4 年生を対象とした「子ども自転車免許事業」 

宇都宮市では、行動範囲が広がり、自転車に乗り始める全ての小学 4 年

生を対象に、学科講習・学科試験、実技試験を経て自転車免許証を発行。

交通安全の意識向上、自転車事故防止を図っている。 

出典：宇都宮市 HP 

・高校生による「交通安全マップ」 

高崎女子高校

の生徒が作成し

た「交通安全マ

ッ プ 」 を 使 用

し、通学におけ

る安全対策に取

り組んでいる。 

 

 

「安全で快適な自転車利用環境創出の促進に関する検討委員会」 

出典：国土交通省 

事例 
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 

 

 

・岩沼警察署管内での自転車指導啓発重点地区・路線の設定 

宮城県警察本部では、警察署管内ごとに、自転車関連事故が発生し又は発

生が懸念され、自転車交通秩序の実現が必要であると認められる地区・路線

を「自転車指導啓発重点地区・路線」として選定している。 

自転車指導啓発重点地区・路線は、重点的・計画的に、自転車通行空間の

整備、指導啓発活動及び指導取締りを行っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：宮城県警察本部 HP 

 

取組 
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 

 

 

・自転車事故多発箇所への注意喚起看板の設置 

群馬県では、2023 年４月から、中高生の自転車事故防止のため「自転

車事故多発箇所」に注意喚起のための看板を設置している。 

看板は、ドライバーや自転車利用者から視認しやすい大きさになってい

る。 

設置箇所は、自転車事故の状況を詳細に分析し、年平均 1 件以上発生し

ている「自転車事故多発箇所」県内 54 箇所となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲案内看板のイメージ 

出典：群馬県 HP 

 

事例 
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 

 

 

 

・自転車見回りサポーター 

大和市自転車見回りサポーターは、自転車の安全利用を

促進させることを目的に、サポーターの方々の日常の自

転車運転を通して、安全意識の向上を図ることで、自転

車の交通事故削減を目指し活動している。また、道路補

修が必要な箇所等を発見したときは、市に連絡する役割

も担っている。 

                          出典：大和市 HP 

 

・思いやり 1.5m 運動 

愛媛県自転車安全利用研究協議会では、平成 27 年か

ら自動車等の運転者に対し、自転車の側方を通過す

るときは 1.5 メートル以上の安全な間隔を保つか、

又は徐行するよう呼び掛ける「思いやり 1.5m 運動」

を行っている。 

 

 出典：愛媛県 HP 

事例 

 
事例 
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 

 

 

・自転車乗車用ヘルメット購入費助成事業 

令和 5 年 4 月 1 日施行の道路交通法の改正により、自転車乗車時のヘル

メット着用が、全年齢努力義務化されたことから、自転車乗車時のヘルメ

ット着用を促進するために、自転車乗車用ヘルメットの購入費助成を実

施。（財）製品安全協会が認証する SG マークや（財）日本自転車競技連盟

が安全基準に適合していると認証した JCF マーク等の認証等を受けたもの

を対象とし、ヘルメット 1 個につき 2,000 円を上限に給付している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲自転車乗車用ヘルメット購入費助成のチラシ 

出典：気仙沼市 HP 

事例 
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 

 

 

 

 

・浜松市における災害時における自転車活用の社会実験 

浜名湖サイクルツーリズムで培ったノウハウや平時の人・モノ・場所・

仕組みを有効活用して、災害発生後の自転車による地域への情報伝達、支

援物資の運搬、地域を巡回する見守り等、復旧・復興時の支援活動を対象

に社会実験を行っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：国土交通省「災害時における自転車活用社会実験」 

事例 
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          

   

     
          
     
         

   

     
          

   

     
                   
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 
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 

 

・LINE を活用した道路・公園通報システム 

本市では、道路や

公園遊具等の不具合

は LINE で通報する

ことができる。スマ

ートフォン等携帯端

末から画像や位置情

報を送信すること

で、簡単に通報でき

るシステムとなって

いる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：名取市 HP 

 

 

 

 

取組 
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 

 

 

・道路沿線に立地する企業による環境整備 

 秋田県では、社会貢献に意欲・関心を持つ企業等が行政と協力して、

清掃や緑化作業等の美化活動、歩道等の除草といった維持管理活動を行

い、良好な公共空間づくりを行っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：秋田県 HP「秋田地域アダプト・プログラム」

事例 
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・自転車の走行環境整備の取組 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲車線数減による空間確保 

 

 

 

 

 

 

 

▲停止線の前出しによる左折巻き込み事故防止の事例 

出典：国土交通省 

「安全で快適な自転車利用環境創出の促進に関する検討委員会」 

 

 

  

 

 

  

 

事例 
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 

 

 

 

 

・自転車を含む MaaS の取組 

JR 東日本では、鉄道や新幹線以外にも、タクシーやシェアサイクル、バス

等の複数の交通手段の利用が一つのアプリで完結する MaaS アプリ「Ringo 

Pass」を展開。2023 年 12 月現在、東京 23 区、武蔵野市、三鷹市、横浜市等

の首都圏を中心に展開をしている。 

出典：JR 東日本 HP 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事例 

参考 
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※本路線図は本市のネットワーク路線を指定したものであり、近隣市町の路線につ

いて指定するものではありません。 
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 

 

 

Plan(計画) 

Do(実施) 

Check 
(検証・評価) 

Action 
(改善) 

・名取市自転車活用推進計画の策定 
・名取市自転車活用推進計画の見直し 

・計画に基づく事業実施 

・事業評価及び指標の達成状況の確認 
・市民、各関係者・庁内等からの課題把握 

・施策課題への対応と
改善 

名取市自転車活用推進協議会 
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○名取市総合交通体系調査検討委員会設置要綱 

平成８年９月１２日 

名取市告示第６０号 

（設置） 

第１条 本市の総合交通体系について調査及び検討を行うため、名取市総合交通体系調査検討委員会（以下

「委員会」という。）を設置する。 

（所掌事務） 

第２条 委員会は、次に掲げる事項を調査及び検討する。 

(１) 総合交通体系の整備に関すること。 

(２) 公共の輸送機関の充実に関すること。 

(３) 前２号に掲げるもののほか、総合交通体系整備に関して必要な事項 

（組織） 

第３条 委員会は、委員長、副委員長及び委員をもって組織する。 

２ 委員長は企画部を担任する副市長の職にある者を、副委員長は企画部を担任する副市長以外の副市長

の職にある者を、委員は別表に掲げる職にある者をもって充てる。 

（平１９告示３９・平２４告示２１・平２８告示４４・令２告示５２・令２告示１７３・一部改正） 

（職務） 

第４条 委員長は、会務を総理し、委員会を代表する。 

２ 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故があるとき、又は委員長が欠けたときは、その職務を代

理する。 

（会議） 

第５条 委員会の会議は、委員長が招集し、委員長がその議長となる。 

２ 委員会の会議は、委員の半数以上が出席しなければ開くことができない。 

（専門部会の設置） 

第６条 委員会は、専門的事項を調査及び研究するため、専門部会を置くことができる。 

（庶務） 

第７条 委員会の庶務は、企画部政策企画課において処理する。 

（平１８告示３１・令２告示５２・一部改正） 

（委任） 

第８条 この要綱に定めるもののほか、委員会の運営について必要な事項は、別に定める。 

附 則 

この要綱は、平成８年１０月１日から施行する。 

附 則（平成９年３月３１日告示第１２号） 

この要綱は、平成９年４月１日から施行する。 

附 則（平成１４年１１月８日告示第６５号） 

この告示は、平成１４年１１月１１日から施行する。 

附 則（平成１８年３月３１日告示第３１号） 

この告示は、平成１８年４月１日から施行する。 

附 則（平成１９年３月３０日告示第３９号） 

この告示は、平成１９年４月１日から施行する。 

附 則（平成２３年１０月２８日告示第６９号） 

この告示は、平成２３年１１月１日から施行する。 

附 則（平成２４年３月３０日告示第２１号） 

この告示は、平成２４年４月１日から施行する。 

附 則（平成２６年３月３１日告示第２２号） 

この告示は、平成２６年４月１日から施行する。 

附 則（平成２８年３月３１日告示第４４号） 

この告示は、平成２８年４月１日から施行する。 

附 則（令和２年３月３１日告示第５２号） 

この告示は、令和２年４月１日から施行する。 
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附 則（令和２年１０月２３日告示第１７３号） 

この告示は、告示の日から施行する。 

附 則（令和３年３月３１日告示第４１号） 

この告示は、令和３年４月１日から施行する。 

附 則（令和４年３月３１日告示第４４号） 

この告示は、令和４年４月１日から施行する。 

附 則（令和５年３月３１日告示第５７号） 

この告示は、令和５年４月１日から施行する。 

別表（第３条関係） 

（平１８告示３１・全改、平２３告示６９・平２４告示２１・平２６告示２２・平２８告示４４・令２告

示５２・令２告示１７３・令３告示４１・令４告示４４・令５告示５７・一部改正） 

 

総務部長 企画部長 健康福祉部長 生活経済部長 建設部長 消防長 教育部長 総務課長 財政課長

防災安全課長 DX 推進室長 社会福祉課長 介護長寿課長 土木課長 都市計画課長 
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○名取市自転車活用推進協議会設置要綱 

令和５年１月３１日 

名取市告示第１２号 

（設置） 

第１条 自転車活用推進法（平成２８年法律第１１３号）の基本理念に基づき、自転車の活用を総合的かつ

計画的に推進していくことを目的として、本市の実情に応じた施策及び具体的な目標等を明記した名

取市自転車活用推進計画（以下「計画」という。）を策定し、及び推進するため、名取市自転車活用推

進協議会（以下「協議会」という。）を設置する。 

（所掌事務） 

第２条 協議会は、次に掲げる事項を所掌する。 

(１) 計画の策定又は変更に関する事項 

(２) 計画の推進に関する事項 

(３) その他市長が必要と認める事項 

（組織） 

第３条 協議会は、委員１８人以内で組織する。 

２ 委員は、学識経験者、関係機関又は本市の職員その他市長が適当と認める者のうちから、市長が委嘱又

は任命する。 

（任期） 

第４条 委員の任期は、２年以内とし、再任を妨げない。 

２ 委員が欠けた場合における補欠の委員の任期は、前任者の残任期間とする。 

（会長及び副会長） 

第５条 協議会に会長及び副会長を置く。 

２ 会長は委員の互選によって定め、副会長は会長が委員のうちから指名した者をもって充てる。 

３ 会長は、会務を総理し、協議会を代表する。 

４ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるとき、又は会長が欠けたときは、その職務を代理する。 

（会議） 

第６条 協議会の会議は、会長が招集し、その議長となる。 

２ 協議会の会議は、委員の過半数が出席しなければ開くことができない。 

３ 協議会は、必要があると認めるときは、関係者に対し、出席を求めて意見若しくは説明を聴き、又は必

要な資料の提出その他必要な協力を求めることができる。 

（庶務） 

第７条 協議会の庶務は、企画部政策企画課において処理する。 

（委任） 

第８条 この要綱に定めるもののほか、協議会の運営に関し必要な事項は、会長が協議会に諮って定める。 

附 則 

（施行期日） 

１ この告示は、令和５年４月１日から施行する。 

（名取市自転車利用環境整備計画策定委員会設置要綱の廃止） 

２ 名取市自転車利用環境整備計画策定委員会設置要綱（平成２８年名取市告示第１２４号）は、廃止す

る。 
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